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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

富士宮市の強みを生かした地域活性化計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

静岡県富士宮市 

 

３ 地域再生計画の区域 

静岡県富士宮市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

現在、本市においては、人口減少が緩やかに進行しており、今後もこの傾向は、

続いていくと見込まれる。自然動態を見ると、出生数が減少する一方で死亡数は、

増加しており、2010年（平成 22年）以降は、自然減少となっている。合計特殊出

生率は、これまでも子育て支援などの施策を行ってきたことから、全国平均や県

平均を上回るものの、2013年（平成 25年）で 1.62と、人口置換水準である 2.07

を下回っている。また、未婚率が年々上昇していることも、出生数の減少に影響

を与えていると考えられる。社会動態を見ると、2014年（平成 26年）には、転出

者数が転入者数を上回っており、社会減少となっている。本市では、大学進学時

や就職時における東京圏などへの転出者数が、大学卒業後の転入者数（Ｕターン

数）を上回っていると考えられ、特に東京への転出超過が多くなっている。現状

の傾向のまま推移した場合、本市の総人口は、2010年（平成 22年）に 135,764人

だった人口が、2060年（平成 72年）には、86,447人まで減少すると推計される。 

アンケート結果を見ると、未婚者の約 80パーセントが結婚を望んでおり、理想 

とする子どもの人数は、２人を超えている。 人口減少が将来及ぼす影響としては、

労働者や消費者の減少による地域経済の衰退、社会保障費を負担する現役世代の

減少による社会保障制度への影響、地域コミュニティの担い手の不足による地域

への影響、税収の減少により行政サービスや公共建築物などの維持管理・更新が

困難になる、といったことなどが考えられる。 



 

2 

 

こうした影響を最小限に抑え、将来にわたって活力あるまちを維持するために 

は、若い世代が安心して働ける場を確保し、結婚・出産・子育ての希望を実現す

ることで人口減少を食い止め、人口構造の若返りを図ることが必要であり、本計

画において、次の基本目標を掲げ、取り組んでいく。 

・基本目標１ 「住んでよし」の安全・安心なまちを創造 

・基本目標２ 「訪れてよし」の魅力するまちを創造 

・基本目標３ 「出会ってよし 結ばれてよし」「生んでよし 育ててよし」「学ん

でよし」のあたたかいまちを創造 

・基本目標４ 「働いてよし」の活力あるまちを創造 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2024年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 

防災訓練に参加する人の割合 38.3％ 41.2％ 

基本目標１ 

非常用食料の備蓄数 15万食 約51万食 

木造住宅の耐震補強工事（実

施率） 
4.9％ 7.7％ 

自治会加入世帯数 
39,635世

帯 
40,000世帯 

健康寿命年齢（男） 78.0歳 78.7歳 

健康寿命年齢（女） 80.6歳 81.0歳 

診療所等から市立病院への紹

介率 
67.2％ 70.0％ 

市立病院から診療所等への紹

介率 
43.7％ 55.0％ 

認知症サポーター数 10,668人 18,600人 

宮バス・宮タクの利用 

 宮バス １便 
5.92人 7.00人 
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 宮タク １便 1.92人 2.00人 

イ 

観光客数 598万人 645万人 

基本目標２ 

宿泊者数 19万人 23万人 

市内年間商品販売額 1,103億円 1,103億円 

営業店舗率 71.4％ 71.4％ 

ホームステイボランティア数 26世帯 39世帯 

日本語ボランティア数 24人 54人 

移住・定住推進活動団体数 1団体 3団体 

市ホームページのアクセス数 430万件 480万件 

ウ 

ベビーステーションの登録施

設数 
0か所 30か所 

基本目標３ 

教育・保育の認可施設におけ

る利用定員 
3,866人 4,420人 

早期療育支援の新規相談件数 241件 260件 

児童虐待防止支援の延べ相談

件数 
260件 300件 

静岡県の判定基準による耐震

化率 
89.3％ 95.0％ 

「生活の中で英語を使ってい

る」という小学生の割合 
51.3％ 75.0％ 

「子どもに力が付く、楽しい

英語の授業をしている」とい

う小学校教員の割合 

64.4％ 85.0％ 

エ 

認定農業者数 181人 206人 

基本目標４ 

畜産堆肥の利用量 756ｔ 1,125ｔ 

自生種の植樹面積 25.1ｈａ 30.1ｈａ 

森林の間伐実施面積 2,616ｈａ 4,476ｈａ 

製造品出荷額 7,750億円 9,400億円 

知的財産権の取得・活用に関 20件 24件 
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する相談受付件数 

市内年間商品販売額 1,103億円 1,103億円 

営業店舗率 71.4％ 71.4％ 

市内で働く勤労者数 19,212人 20,000人 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２及び５－３のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

富士宮市の強みを生かした地域活性化事業 

ア 「住んでよし」の安全・安心なまちを創造する事業 

    イ 「訪れてよし」の魅了するまちを創造する事業 

    ウ 「出会ってよし 結ばれてよし」「生んでよし 育ててよし」「学んでよ

し」のあたたかいまちを創造する事業 

    エ 「働いてよし」の活力あるまちを創造する事業 

② 事業の内容 

ア 「住んでよし」の安全・安心なまちを創造する事業 

       「小さな拠点」づくりの推進など、地域の実情に応じたまちづくりを

推進するとともに、医療や地域福祉に関する総合的な環境整備を行う。

また、人口減少等を踏まえた既存ストックのマネジメント強化や地域の

サービス提供機能の維持を図る事業。 

     【具体的な取組】 

      ・総合的な防災対策の推進 

      ・市立病院の機能の整備・充実                 等 

イ 「訪れてよし」の魅了するまちを創造する事業 

富士山が世界遺産登録されたことにより、国内はもとより外国から訪



 

5 

 

れる観光客を富士宮らしくもてなし、交流することで、本市のイメージ

アップを図り、何度でも訪れたくなるまちを創造する。また、このまち

を選び、住み続けたいと思う人を支援する事業。 

     【具体的な取組】 

      ・中心市街地の整備 

      ・観光拠点・施設の充実と整備                 等 

ウ 「出会ってよし 結ばれてよし」「生んでよし 育ててよし」「学んでよ

し」のあたたかいまちを創造する事業 

 若者が希望どおり結婚し、子どもが持てるよう、若い世代の経済的安

定を図るなど、結婚・出産・子育てについて、切れ目のない支援に取り

組む事業。 

     【具体的な取組】 

      ・社会全体で支える子育ての推進 

      ・子どもの遊び場の充実                    等 

エ 「働いてよし」の活力あるまちを創造する事業 

 地域の産業構造や自然環境等を分析した上で、農林水産業や工業、商

業など、雇用機会の確保や創出につながる地域の特性を生かした産業政

策の事業。 

     【具体的な取組】 

      ・販売の強化・消費の拡大 

      ・就業機会の拡大                       等 

    ※なお、詳細は富士宮市地方版総合戦略のとおり。 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の数値目標に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

100,000千円（2020年度～2024年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度 6 月に、外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方針

を決定する。検証後速やかに富士宮市公式ＷＥＢサイト上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 
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2020年 4月 1日から 2025年 3月 31日まで 

 

５－３ その他の事業  

 該当なし 

６ 計画期間 

2020年４月１日から 2025年３月 31日まで 


